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研究成果の概要（和文）：AIによる情報処理、ブロックチェーンによる情報自動管理、情報通信の進歩が実経済
に与える影響について、理論経済学、実験経済学、歴史学の視点から総合的に分析した。価値の高いデータが豊
富に利用できる環境において経済主体は複雑な判断を強いられるため限定合理性の考察が重要になる。ブロック
チェーンの普及によって、制度や契約の自動化が進展するため、実社会のガバナンスが問われる。大容量のデジ
タル情報通信が可能になったため、全産業分野にわたって電波利用をいかに配分するかが問われる。本プロジェ
クトは、ゲーム理論、行動経済学、実験経済学、歴史分析を駆使してこれらの課題に取り組み、学術成果と政策
提言を達成した。

研究成果の概要（英文）：This project presented a comprehensive analysis from the perspectives of 
theoretical economics, experimental economics, and history on the impacts of AI-driven digital 
information processing, blockchain-based automatic information management, and advances in 
telecommunications on the real economy. In environments where high-value data is abundantly 
available, economic agents are forced to make complex decisions, making the study of bounded 
rationality crucial. The widespread adoption of blockchain technology advances the automation of 
systems and contracts, challenging real-world governance. The capacity for large-volume digital 
communication now raises the issue of how to allocate radio wave usage across all industrial 
sectors. This project addressed these challenges through the use of game theory, behavioral 
economics, experimental economics, and historical analysis, achieving academic results and policy 
recommendations.

研究分野：ミクロ経済学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
デジタル技術のビジネス利用の本質は、経済主体が豊富な情報にアクセスできるだけでなく、予測データを生成
する認知活動を高水準で代行できる点にある。経済主体は認知的処理能力に限界があるため、限定合理性を新た
にモデリングすることが急務の課題だ。また新しいデジタル技術は、制度設計によるビジネスを劇的に複雑に進
化させた。本プロジェクトはこのような変化を進化的にとらえる経済学の基礎を提供した。この成果は、今後の
サステナブルな社会の在り方を方向付ける上で、学術的にも社会的にも重要であり、本プロジェクトは十分な達
成レベルにある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
経済的価値の高い予測データが豊富に利用できる環境において、経済主体はその恩恵を受ける
一方、逆に複雑な判断を強いられる局面にも遭遇することになる。そのため意思決定者の限定合
理性についての精緻な考察が重要になる。また、ブロックチェーンの将来的普及などによって、
制度や契約の自動化が大きく進展すると予想される。その結果、実社会のガバナンスの健全な在
り方をどのように考えるかが問われることになる。さらに、５G以降大容量のデジタル情報通信
が可能になった。そのため携帯事業のみならず、全産業分野にわたって電波利用をいかに効率的
に配分するかが、近未来のインフラ整備に欠かせない論点になった。ゲーム理論、行動経済学、
実験経済学、歴史分析を駆使して基礎研究を発展させ、これらの重要課題に取り組むことに意義
がある。 
学術的背景のひとつは、経済学研究における限定合理性に対する関心の高まりにある。デジタル
技術のビジネス利用の本質は、経済主体が豊富な情報にアクセスできる点だけでなく、予測デー
タを生成するという認知活動を高水準で代行できる点にある。経済主体は、認知的処理能力に限
界があるため、高精度の予測データが外部から提供されることを利用するのである。よって、デ
ジタル経済を理解するためには、意思決定者が限定合理的な存在であることをモデリングする
ことが不可欠にある。さらに、限定合理的個人の社会状態を分析するためには、戦略的均衡概念
を限定合理性のモデルに即して、新たに再定義することが大事になる。ここに本プロジェクトの
学術的独自性と独創性の一端がある。もう一つの学術的背景は、「制度設計の経済学
（Institutional Design）」にある。制度設計の経済学は、理論的には、メカニズムデザイン（オ
ークション）、マッチングマーケットデザイン、情報デザイン、暗黙の協調（繰り返しゲーム）
といった４つのゲーム理論分野によって構成される。インターネットの普及によって、制度設計
の経済学は非常に身近なものになった。ネットオークション、スポンサードサーチオークション
などはその好例である。そして新しいデジタル技術は、制度設計によるビジネスを劇的に進化さ
せる。たとえば、暗号化技術によってオンライン上の不正が制限されることで、秘匿性を保ちつ
つ予測データを自由に売買できるようになってきた。このようなデジタル環境の改善は、ブロッ
クチェーンの将来的普及などによってさらに進むものと予想される。このような予測データ市
場を今後いかに整備するかは、制度設計の経済学が取り組むべき直近の課題であるため、本プロ
ジェクトのテーマとした。 
 
２．研究の目的 
 
本プロジェクトは具体的に、以下の 8つのテーマを研究した。 
１．ブロックチェーンとガバナンス： スマートコントラクト の普及が実体経済にどのような影
響を与えるかを明らかにし、近未来の実社会組織のガバナンスの在り方について政策提言する
ことを目的とした。 
２．ブロックチェーンと情報デザイン：デジタル情報の開示性と秘匿性を「情報デザイン
（Bayesian Persuasion）」の観点から考察することを主な目的とした。 
３．繰り返しゲームと信用：ブロックチェーンに代表されるデジタル技術は、信用に支えられて
いた業務の多くを自動化することができることから、信用のはたす役割について、繰り返しゲー
ムの観点から分析した。 
４．プライバシーと制度設計：高い経済的価値を生み出すデジタル情報は顧客のプライバシーに
かかわる内容を含んでいるので、プライバシーを倫理的に保護することを考慮する必要がある
ことを、メカニズムデザインの視点から分析することを目的とした。 
５．限定合理性とインセンティブ：デジタル経済における限定合理性の理論を実験経済学の手法
を用いて発展させることを目的とした。 
６．動学的オークションと５G：時間を通じて電波利用などのライセンスが再配分される可能性、
ライセンスを利用する企業が中長期的投資インセンティブをもつことなどを明示的に扱うこと
で最適な動学的オークションの制度設計を解明することを目的とした。 
７．自動化と日本経済史：AI、ブロックチェーン、５G通信技術等によって飛躍的に進展しつつ
ある自働化は人々の働き方、生産性、人的資本の質とその形成の仕方、労働市場にどのような影
響を与えるだろうかという問題に、主に日本経済史と日本の労働市場制度設計の観点から考察
することを目的とした。 
８．金融システムの安定性：金融システムの安定性と情報技術との関係さらにはデジタル通貨の
可能性について理論的考察をすることを目的とした。 
 
３．研究の方法 
 
８つのテーマについて以下のように担当者を割り当てて作業を遂行した。ただし相互に交流と



協働が行われていた。 
１．ブロックチェーンとガバナンス：松島、萱場、山本、早川 
２．ブロックチェーンと情報デザイン：松島、尾山、山本、早川 
３．繰り返しゲームと信用：松島、萱場、安田、山本 
４．プライバシーと制度設計：松島 
５．限定合理性とインセンティブ：松島、中島 
６．動学的オークションと５G：松島、佐野、中島、安田 
７．自動化と日本経済史：松島、岡崎、菊池 
８．金融システムの安定性：尾山、早川 
 
４．研究成果 
 
各テーマについて以下のように研究成果を得ることができた。 
１．ブロックチェーンとガバナンス：松島と野田は、ブロックチェーンの普及が実体経済にどの
ような影響を与えるかを明らかにする論文を完成させ、東大広報などを通じて海外に向けてプ
レスリリースし、大きな反響を得た。解説論文やセミナーを通じて情報発信した。松島は、関連
する一般向け論文を完成させた。 
２．ブロックチェーンと情報デザイン：山本は、不確実性下において不適切に特定化されたモデ
ルにもとづいた意思決定がもたらす経済学的帰結についての論文を専門誌に掲載させ、さらに
研究を進展させた。安田は、組織内におけるモラルハザードと主観的評価の間の関係について考
察し専門誌に掲載させた。 
３．繰り返しゲームと信用：松島と萱場は、繰り返しゲームの理論研究を完成させ、専門誌に掲
載させた。さらに、繰り返しゲームの理論と実験研究を継続し、コミュニケーションが協調促進
に及ぼす影響を考察した。松島は、温暖化交渉の制度設計を考えるための基礎理論を継続し新し
い交渉ルールの提案をおこなった。 
４．プライバシーと制度設計：松島は、不確実性下において、適切な資源配分が可能になるイン
センティブメカニズムを、向社会的動機を利用することを前提として設計できることを示す論
文を専門誌に掲載させ、さらに研究を進展させた。松島は、社会選択を、個人の選好の集計では
なく、異なる倫理的基準の妥協案として、公理論的に解明する論文を完成させた。 
５．限定合理性とインセンティブ：中島は、限定合理的な意思決定者による意思決定バイアスに
ついての理論的基礎をつくる論文を専門誌に掲載させた。松島は、前川淳氏との共同で、取引市
場におけるフレーミングの重要性についての実験と理論の研究を進展させた。松島は、前川と萱
場との共同で、デジタル財取引市場における転売の効果についての実験と理論の研究を専門誌
に掲載させた。 
６．動学的オークションと５G：佐野は、動学的オークションのおける割引率の異質性について
の理論的基礎を構築し、専門誌に掲載させた。佐野は、動学的オークションにおけるオークショ
ン後の投資インセンティブについての理論論文を専門誌に掲載した。 
松島は野田との共同研究で、複雑な外部性のある事前投資がオークション市場に与える影響に
ついて分析し専門誌に掲載した。 
７．自動化と日本経済史：岡崎は、明治以降の日本の産業化における技術革新と製品多角化、企
業成長についての歴史的考察をまとめ、専門誌に掲載させた。岡崎は、明治以降の日本の産業化
における技術革新と製品多角化、企業成長についての歴史的考察を継続させさらなる論文を専
門誌に掲載した。尾山は、人口移動の動学的モデルをインセンティブの視点から分析し、地域間
の人口分布格差を説明する論文を専門誌に掲載させ、さらに進展させた。 
８．金融システムの安定性：早川は地域通貨にデジタルカレンシーを用いる発行方法についての
考察をスタートさせ、継続させた。 
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